
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 議員プロフィール 

平成２８年錦秋号 

吉田まさのり県議会だより 

 日ごとに秋の深まりを感じる季節となりました。天候不順の中にも自然の恵みに感謝する毎日です。去る 10 月 21 日に倉吉市を中心と

した大きな地震が発生し、隠岐でも震度４から５弱を記録するというかつてない揺れを経験しました。被災地の皆様に改めてお見舞い申し

上げるとともに、一日も早い復旧をお祈りします。隠岐の被害は軽微だったとはいえ、災害はいつ何時どこで起こるかわからない、その備

えの重要性を改めて認識した人も多かったのではないでしょうか。 

県議会は９月議会、１１月議会、その間は視察・研修・陳情等が目白押しと１２月半ばまで、一年で最も忙しい季節の只中にあります。

私も隠岐を離れることが多く地域行事への参加が十分にできないことを心苦しく思いながら、各分野で先進地と言われる地域や団体・法人

を訪れるたびに、地域づくりは人づくりであることを改めて実感しています。各地で懸命に生きている人がいる。共通するのは、自立の精

神にあふれ、決して現状を嘆いていないことです。隠岐よりももっと厳しい条件の中で、地域内外の資源を最大限利用し、リスクを背負い

ながらもチャレンジする姿は何よりも楽しそうなのです。そんな明るさが人を引き付けるのでしょう。 

さて、政治の現場は平成 29 年度予算の概算要求に向けた活動が佳境に入っています。これまで県政の場で一貫して訴えてきた「交通コ

ストの低廉化」が少しづつですが、実現に向かって動き出しています。来年４月に施行される「有人国境離島に関する特別措置法」を受け

て、全国の離島は政治・行政・民間それぞれの立場から様々なルートを通じて、住民の願いを国に伝えてまいりました。住民生活のあらゆ

る分野にわたる総合的な支援策によって、定住・交流を進めながら地域社会を次の世代に承継していくこと、これが目指すべき方向です。 

このため政府与党の検討の場では、事業費ベースで初年度総額 100 億円を上回る新規の財源確保を求めていますが、「交通コストの低廉

化」についてとりわけ画期的なのは、離島住民運賃について航路ではＪＲ運賃並み、航空路では新幹線運賃並みと具体的目標が言葉となっ

たことです。これはフェリー料金がＪＲ並みなら 1300 円台、出雲との飛行機代は新幹線並みなら 4000 円台を意味します！ 

当然、交通コストの低廉化は住民だけでは不十分で、隠岐航路を海の国道と位置づけ、船舶に係るコストは全額を行政が負担し、運航業

者たる隠岐汽船は運航サービスに専念、その分フェリー航送料金を含む運賃そのものを下げ、各種の割引制度によって交流人口を拡大し、

同時に島前島後間のダイヤ充実による日帰り圏実現によって隠岐空港を４島住民・来島者ともに最大限利用できる体制を整備するといった

交通政策そのものの理想体系を求めていくべきでありましょう。 

歴史を振り返れば、地域の盛衰は交通の利便性によることは明白です。港湾、道路といったインフラ整備の重要性を含め、地域の発展に

向けて活動してまいります。 

 今後とも叱咤激励くださいますよう、よろしくお願いいたします。 
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農水商工常任委員会委員   

中山間地域・離島振興特別委員会委員 

決算特別委員会第三分科会委員  

隠岐広域連合議会議員 

竹島領土権確立島根県議会議員連盟   

北朝鮮拉致問題解決促進議員連盟 

 

本会議にて執行部に質す 



 

世界的農業指導者・神谷成章氏と 

10 月 11 日に成立した国の補正予算のうち、県土木部の補助事業について隠岐４ヶ町村に関する主なもの（総額 11 億

9000 万円）をお知らせします。 

【海士町：1 億円】 海士島線改築、日ノ津崎港線災害防除、井尻川砂防工事 

【西ノ島町：約 1 億 1400 万円】 国賀海岸線改築・交通安全、美田ダム堰堤改良、 

                船越谷川・西尾の代川砂防工事 

【知夫村：8000 万円】 知夫島線改築、来居港防波堤工事・岸壁改良工事 

【隠岐の島町：約 9 億円】 西郷都万郡線災害防除 3 ヶ所、天神橋・城山橋耐震、 

             中村津戸港線・西郷布施線改築、重栖港桟橋整備、 

             岩崎の谷川砂防工事、急傾斜対策 4 か所など 

このほかに環境省公園事業で 1 億 6 千万円、農業農村整備事業に 4500 万円、復旧 

治山事業に 4000 万円、水産関係では、島前島後地区の水産環境整備に 3200 万円、西郷漁港の基盤整備に 2 億

4000 万円、日本海西部の大型漁礁による漁場整備に 3 億円と補正予算としてはかなり大きな金額が隠岐に投じられま

す。またデフレ脱却を確かなものにするための第３次補正にも期待がかかります。 

○島根県教育委員会委員２名、島根県土地利用審査会委員任期満了７名を次期委員に任命する人事案件に同意。 

○平成 28 年度一般会計及び特別会計 18 件の補正予算案、軽微な各種条例改正 5件、隠岐広域連合の規約変更、

財産の処分、権利の放棄、落石事故に係る和解及び損害賠償、路上障害物事故に係る損害賠償など計 29 件を

全員同意の上、可決承認。 

○県の行う建設事業に対する市町村の負担についての提案を賛成多数で可決。 

○請願 2件の採択。「介護・福祉人材の確保に関する請願」「韓国の国会議員による竹島不法上陸に対する制裁措

置と国際司法裁判所への単独提訴を国に求める請願」 

○議員提出議案として次の 6件の意見書を採択し、国会及び政府に提出。「保育施策の充実」「災害ボランティア

活動への支援」「竹島の領有権に係る国際司法裁判所への単独提訴及び韓国に対する有効な対策」「介護・福祉

人材の確保」「民泊の法制化」「特殊土壌地帯災害防除及び振興臨時措置法の期限延長」 

林業先進地視察にて 

 
 

3 隠岐の島町東京会（東京） 20 自衛隊出雲駐屯地記念行事 

4 島根県経済交流懇談会（出雲） 20 島根人格教育シンポジウム 

6 崎地区住民座談会（海士町） 21 県議会 11 月定例会（～12/16） 

9 竹島問題東京集会（東京） 23 五箇どんと祭り（隠岐の島町） 

10 自民県議団福島原発視察参加 27 いきいき祭り（隠岐の島町） 

12 双松会創立 140 周年（松江） ※ 11 月定例会が終われば、次の議会まで、

じっくり４ケ町村各地を訪ねますので、

よろしくお願いします。 

13 自衛隊島根地方協力本部行事 

17 中山間離島委実地調査（～18） 

 

―９月― 

島根県保険医協会総会（4） 隠岐広域連合議会定例会（6～7） 

県議会 9 月定例会（9/8～10/7） 隠岐の島町蔵見橋開通式（11） 

港オアシスおき・にしのしま登録式（17）山本幸三地方創生大臣来島（18）  

十津川・松實豊繁先生歓迎会（23） 隠岐の島町戦没者追悼式（25）  

県議会政策研修会（28） 隠岐の牛突き・サントリー地域文化賞授賞式（30） 

―10 月― 

しまね町村フェスティバル（1～2） 隠岐島前森林復興公社創立 20 周年（4）  

竹島領土権確立県議会議員連盟（8）  隠岐の島町陳情・要望活動動向（5） 

島根県婦人会実践活動研究集会（13）  西ノ島町県政報告会（14）  

隠岐海士ライオンズクラブ 20 周年（15） 国境離島振興関連調査（17）  

沿岸漁業就業者確保対策調査（18） 隠岐広域連合医療介護特別委員会視察（20～21）     

島根県種畜共進会（22） 京都島根県人会（23）  

西ノ島町陳情・要望活動同行（24） 農水商工常任委員会県外調査（25～27）  

隠岐病院まめなかの祭り（30） 全員協議会・常任委員会・特別委員会（31） 

   

◎議会質問のＤＶＤを差し上げます◎ 

定例議会においては、毎回質問に立っています。この様子を

見たい方はＤＶＤを無料で差し上げますので、ご連絡ください。 

９月定例会（一問一答質問：９／２３） 

○障がい者福祉の推進について（１１問） 

○学校・家庭・地域の教育力の向上について（５問）   

○日本海側国土軸構想について（４問） 

☆ 15 分間の短い時間内で、一問一答形式により 3 項目 20 問の質問を行いました。 

７月の相模原市での事件を受け、本県の障がい者福祉のあり方について、事件への対応、人材確保と現場職員の資質向上、人

権意識の普及啓発について、また近年問題となっている発達障がいへの対応、そして障がい者雇用について伺いました。同時に総

合戦略の中ではっきりと謳われなかった障がい者福祉への知事の所見を求めました。教育問題においては、国語教育の重要性、ま

た増加する複式学級のあり方、学校現場の負担と町村への支援について教育長の見解を求めました。さらに地域発展への基盤であ

る交通インフラの整備の重要性について、新幹線整備に係る試算数字を例に挙げながら、新たな国土開発への想いを知事にぶつけ

てまいりました。本土側が疲弊する中で隠岐のみが発展することなどあり得ません。国の財政出動への政策転換を念頭に、定住・交

流を拡大し地域を維持するという離島振興の理念に基づき、積極的な未来への投資を今後も求めていきます。 

 

 ※日常的には各地域で皆さ

まの意見を伺い、それを生

かすべく県の執行部及び担

当部署との協議・要望・意

見交換を行っています。 

 

 

 

 

私の質問に答弁する溝口知事 

右：ヒゲの隊長こと佐藤正久参議院議員と 

↑ 土 木 部 へ

の陳情に同行 

左：本会議にて執行部に質す 

←議会控室にて陳情を受ける 


